
最優秀賞（河合賞）
絵画「少女と犬」
和
わ

田
だ

茂
しげ

樹
き

（朝来市）

市展賞
書「葛

かっ

飾
しょく

」
村
むら

上
かみ

蒼
そう

風
ふう

（丹波篠山市東新町）

市展賞
写真「夜の狩人」
溝
みぞ

端
ばた

義
よし

男
お

（丹波篠山市大沢新）
市展賞
彫刻・工芸「M

メ

e」
中
なか

根
ね

楽
がく

（三田市）

市展賞
盆栽「藪椿」
土
つち

田
だ

節
せつ

夫
お

（丹波市）

　
最
優
秀
賞（
河
合
賞
）・
市
展
賞
受
賞
作
品
を
紹
介
し
ま

す（
敬
称
略
）。

　

今
年
は
全
部
門
合
わ
せ
て
２
５
０
点
の
出
品
が
あ
り
、

内
１
８
３
点
が
入
選
。
11
月
17
日
か
ら
24
日
ま
で
、
丹
波

篠
山
市
民
セ
ン
タ
ー
に
展
示
し
ま
し
た
。

問
い
合
わ
せ　
社
会
教
育
課
☎
５
５
２
‐
５
７
６
９ 受賞者の皆さん

（前列右から村上さん、土田さん、溝端さん、特
別審査員の河

かわ

合
い

雅
まさ

雄
を

さん、和田さん、中根さん）

ふるさとの貴重な動植物 
　田んぼや小川に生息し、体は細長く、口のまわりには10本のひげが
あります。このひげを使って、泥の中にすむボウフラのような小さな
昆虫などをさがして食べます。かつてはどこの田んぼでも多く見られ
ましたが、冬に田んぼの水を抜いて乾かしたり、田んぼと小川のつな
がりがなくなったりしたことで、田んぼでの生活ができなくなってい
ます。また、小川も３面コンクリート張りになり、そこでもすみにく
くなっています。そのため、今では絶滅危惧種のリストにのっています。
みんなで大切に見守っていきましょう。

篠山環境みらいの会会長・兵庫県立篠山東雲高等学校主幹教諭　　田
た

井
い

彰
あ き

人
と

さんの協力

ドジョウ（ドジョウ科）

分布：日本全国、朝鮮半島、中国、
　　　台湾、東南アジア
全長：10～ 15cm
兵庫県レッドデータ：要注目種

丹
波
篠
山
市
展

第
15
回

　12月１日から３年間を任期とした、新たな民生委
員・児童委員131人と主任児童委員５人が、厚生労働
大臣から委嘱されました。
　民生委員・児童委員は、「住民の相談を聞いて、誰も
が安心して暮らすことのできる地域社会づくり」を目
指して活動しています。

氏名 担当区域

篠
山
支
部

内
ない
藤
とう
一
かず
夫
お 東新町

中
なか
山
やま
ゆかり 東新町

齋
さい
藤
とう
肇
はじむ 西新町

三
み
谷
たに
晴
よし
美
み 西新町

田
た
中
なか
千
ち
晶
あき 南新町

田
た
中
なか
市
いち
郎
ろう 南新町

田
た
野
の
たま代

よ 北新町

川
かわ
上
かみ
浩
ひろ
美
み 乾新町

足
あ
立
だち
由
ゆ
紀
き
子
こ 乾新町

平
ひら
田
た
和
かず
男
お 上河原町

森
もり
口
ぐち
貴
たかし 下河原町・小川町

西
にし
山
やま
一
かず
夫
お 上立町

井
い
貝
かい
彰
しょう
子
こ 下立町・呉服町

泉
いずみ
より子

こ 上二階町・下二階町・山内町

木
き
村
むら
貞
さだ
代
よ 西町・魚屋町

堀
ほり
毛
け
久
く
美
み
子
こ 池上・港・ホープ池上Ⅰ・Ⅱ

永
えい
曽
そ
佳
よし
子
こ 糯ケ坪・糯ケ坪北

田
た
中
なか
和
かず
代
よ 糯ケ坪・糯ケ坪北

梶
かじ
村
むら
春
はる
美
み 京町・渋谷・西八上・京町南

小
お
島
じま
めぐみ 小多田一・二・三

酒
さか
井
い
良
よし
彰
あき 殿町・八上内・八上下

森
もり
本
もと
通
みち
宏
ひろ 般若時・大上

畑
はた
るみ子

こ 和田・大渕・畑宮

大
おお
西
にし
冨
ふ
美
み
子
こ 菅・瀬利・今谷

奥
おく
山
やま
みさ子

こ 奥畑・火打岩

前
まえ
田
だ
千
ち
恵
え
子
こ 野間・東沢田・前沢田

北
きた
村
むら
和
かず
義
よし 新荘・大熊・北沢田

赤
あか
松
まつ
美
み
千
ち
代
よ 黒岡

中
なか
野
の
昇
のぼる 黒岡

小
こ
谷
たに
茂
しげ
之
ゆき 寺内・佐倉・大谷・鷲尾・知足・丸山

山
やま
端
ばた
春
はる
代
よ 藤岡奥・藤岡口・熊谷

増
ます
田
だ
清
きよ
一
かず 郡家

大
おお
園
ぞの
善
ぜん
人
と 郡家

井
い
関
せき
玲
れい
子
こ 東浜谷・西浜谷・野尻

畑
はた
富
ふ
貴
き
枝
え 今福・矢代・大野

小
こ
西
にし
由
ゆ
比
ひ
子
こ 有居・西岡屋

谷
たに
田
だ
惠
え
美
み
子
こ 有居・西岡屋

力
りき
本
もと
余
よ
志
し
子
こ 東岡屋

井
い
本
もと
三
み
千
ち
子
こ 東岡屋

上
うえ
本
もと
和
わ
佳
か
子
こ 風深・吹上

吉
よし
原
はら
秀
ひで
子
こ 風深・吹上

城
東
支
部

吉
よし
田
だ
眞
ま
智
ち
子
こ 日置

森
もり
本
もと
茂
しげ
樹
き 上宿・井ノ上・北嶋

山
やま
本
もと
寿
とし
幸
ゆき 畑井・宮ノ前・畑市

青
あお
野
の
晃
てる
代
よ 小中・辻

熊
くま
谷
がい
進
すすむ 曽地口・曽地中・曽地奥・堂山住宅

氏名 担当区域

城
東
支
部

清
し
水
みず
隆
たか
司
し 曽地口・曽地中・曽地奥・堂山住宅

樋
ひ
口
ぐち
和
かず
美
み 野々垣・西ノ堂・入組・たかしろ台

後
ご
藤
とう
美
み
智
ち
子
こ 西荘・八上上

森
もり
田
た
綾
あや
子
こ 後川新田原・後川新田篭坊・後川上ノ東・後川上ノ西

石
いし
田
だ
裕
ゆう
子
こ 後川中・後川下・後川奥

荒
あら
木
き
公
きみ
子
こ 奥県守・県守中・県守口

田
た
中
なか
さよ子

こ 東本荘・西本荘

太
た
野
や
垣
がき
三
みつ
栄
え 佐貫谷・春日江

小
お
嶋
じま
よし子

こ 泉・倉谷

多
紀
支
部

齊
さい
藤
とう
宗
そう
一
いつ 福住下・福住中・福住上、うと木

森
もり
田
た
敬
けい
子
こ 川原、本明谷

小
こ
山
やま
日
ひ
出
で
久
ひさ 安口西・安口東、西野々

西
にし
井
い
幸
ゆき
路
じ 下原山・中原山・奥原山

細
ほそ
見
み
和
かず
子
こ 安田、藤之木、幡路

根
ね
本
もと
隆
たか
弘
ひろ 二之坪、箱谷、小野新、小野奥谷

波
は
部
べ
明
あき
子
こ 向井・栃梨・貝田

脇
わき
田
た
敬
けい
子
こ 井串、細工所、塩岡

粟
あわ
野
の
道
みち
信
のぶ 草ノ上、垂水、小立、小田中

細
ほそ
山
やま
周
ちか
子
こ 山田、下筱見南部・北部、上筱見

大
おお
江
え
操
みさ
代
よ 福井、三熊

小
こ
林
ばやし
聖
きよ
望
み 中、小倉、宮代

岡
おか
君
きみ
子
こ 小原、藤坂

中
なか
田
た
三
み
代
よ
司
し 市野々、立金、大藤、奥山

西
紀
支
部

岸
きし
田
だ
知
ち
栄
え
子
こ 黒田、下新田

北
きた
川
がわ
正
まさ
平
ひら 上新田、川北、口坂本

大
おお
田
た
篤
あつ
美
み 西坂本、西谷、河内台

利
と
根
ね
文
ふみ
秋
あき 東木之部、西木之部、川西、高屋

近
こん
藤
どう
陽
よう
子
こ 宮田、下板井

藤
ふじ
本
もと
かほり 上板井、小坂

川
かわ
﨑
さき
昌
まさ
代
よ 市山、乗竹、打坂、垣屋

平
ひら
野
の
順
じゅん
一
いち 高坂、倉本、坂本

田
た
中
なか
博
ひろし 栗柄

山
やま
﨑
さき
惠
え
美
み
子
こ 川坂、本郷上

森
もり
本
もと
典
のり
子
こ 本郷下

久
く
下
げ
正
まさ
實
み 遠方

谷
たに
掛
がけ
加
か
津
つ
一
いち 桑原

丹
南
支
部

井
いの
上
うえ
知
ち
洋
ひろ 追入、大山宮

竹
たけ
田
だ
德
とく
成
しげ 大山上、石住、高倉

中
なか
澤
ざわ
吉
よし
富
とみ 一印谷、町ノ田、大山新

安
やす
井
い
朝
あさ
枝
え 長安寺、北野新田、北野

雪
ゆき
岡
おか
富
ふ
美
み
代
よ 大山下、東河地、明野

河
かん
南
なん
和
かず
代
よ 東吹上・東吹中・東吹下、吹新

溝
みぞ
畑
はた
和
かず
美
み 東吹上・東吹中・東吹下、吹新

河
かん
南
なん
佐
さ
代
よ
子
こ 網掛、東古佐、西吹

若
わか
狹
さ
信
のぶ
江
え 西古佐

栁
やなぎ
澤
さわ
京
きょう
子
こ 味間北

氏名 担当区域

丹
南
支
部

酒
さか
井
い
裕
ゆう
圓
えん 味間奥

鈴
すず
木
き
力
ちから 味間南

金
かな
井
い
一
いち
郎
ろう 音羽グリーンタウン、味間新

西
にし
田
だ
こず枝

え 中野、味間東

小
こ
稲
いね
貴
き
美
み
子
こ 音羽住宅

古
こ
杉
すぎ
一
かず
男
お 大沢

金
かな
井
い
拓
たく
男
お 大沢新

森
もり
本
もと
秀
ひで
子
こ 弁天

田
た
中
なか
一
かず
裕
ひろ 杉

長
なが
澤
さわ
明
あき
子
こ 杉

澄
すみ
川
かわ
洋
よう
三
ぞう 住吉台１区

野
の
村
むら
文
ふみ
男
お 住吉台２区

村
むら
上
かみ
眞
まさ
人
と 住吉台３区

中
なか
島
じま
靜
しずか 住吉台４区

近
ちか
原
はら
明
あき
子
こ 住吉台５区

福
ふく
知
ち
文
ふみ
子
こ 住吉台６区

德
とく
田
だ
和
かず
雄
お 北、ひまわり、リバーサイド野中

西
にし
潟
がた
弘
ひろし 野中、谷山

廣
ひろ
瀬
せ
芳
よし
孝
たか 野中、谷山

酒
さか
井
い
格
とおる 岩崎、宇土

前
まえ
川
がわ
正
まさ
文
ふみ 小枕

中
なか
西
にし
直
なお
子
こ 真南条上、真南条中

田
た
中
なか
義
よし
顕
あき 真南条下、栗栖野

垣
かき
内
うち
嘉
か
一
いち 草野、古森、油井

酒
さか
井
い
勇
ゆう
次
じ 不来坂、住山

市
いち
嶋
じま
弘
ひろ
昭
あき 古市

船
ふな
倉
くら
通
みち
利
とし 波賀野新田、見内

時
とき
本
もと
美
み
重
え 波賀野、当野

酒
さか
井
い
節
せつ
代
よ 矢代新、南矢代

酒
さか
井
い
正
まさ
博
ひろ 犬飼、初田、牛ケ瀬

今
田
支
部

藤
ふじ
本
もと
清
きよ
和
かず 黒石

前
まえ
川
がわ
賴
より
男
お 本荘

田
た
中
なか
靖
やす
剛
たけ 今田、今田団地、みどり台、佐曽良新田

岡
おか
田
だ
晃
あき
一
かず 今田新田、市原、芦原新田

原
はら
田
だ
学
まなぶ 木津、五月ヶ丘

前
まえ
田
だ
浩
ひろ
之
ゆき 四斗谷、辰巳、上小野原

藤
ふじ
本
もと
まり子

こ 下小野原、休場

田
た
中
なか
光
みつ
男
お 上立杭、美山台

大
おお
西
にし
邦
くに
彦
ひこ 下立杭、東庄

選任中 釜屋、みそら台、花みずき台

主
任
児
童
委
員

藤
ふじ
井
い
節
せつ
子
こ 篠山支部

出
で
口
ぐち
玲
れい
子
こ 城東支部

遠
とお
山
やま
泉
いず
美
み 多紀支部

髙
たか
辻
つじ
直
なお
子
こ 西紀支部

選任中 丹南支部

森
もり
本
もと
利
とし
明
あき 今田支部

　また、主任児童委員は、「健やかに子どもを産み育て
る環境づくり」を目指して、主に児童福祉に関するこ
とについて活動しています。
　新たに委嘱された委員は、次の皆さんです（敬称略）。

問い合わせ　長寿福祉課☎552-5346

民生委員・児童委員が新たに委嘱されました
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問
い
合
わ
せ　
農
都
環
境
課
☎
５
５
２
‐
１
１
１
７

問
い
合
わ
せ　
農
業
委
員
会
事
務
局
☎
５
５
２
‐
６
９
０
９

問
い
合
わ
せ　
消
防
本
部
☎
５
９
４
‐
１
１
１
９

第
２
次
丹
波
篠
山
市
環
境
基
本
計
画（
案
）

に
対
す
る
ご
意
見
を
募
集
し
ま
す

農
地
に
関
す
る
各
種
手
続
き

消
防
本
部
か
ら
の
お
知
ら
せ

環
境
基
本
計
画
と
は

　
市
民
の
皆
さ
ん
と
市
が
目
指
す

ま
ち
の
姿
を
共
有
し
、
そ
れ
ぞ
れ

の
役
割
を
担
い
な
が
ら
環
境
施
策

を
推
進
す
る
た
め
の
指
針
と
具
体

的
な
実
現
の
手
段
を
示
す
も
の
で

す
。
令
和
元
年
度
を
も
っ
て
第
１

次
計
画
の
計
画
期
間
が
終
了
と
な

る
た
め
、
令
和
２
年
度
以
降
を
計

画
期
間
と
す
る
第
２
次
計
画
を
策

定
す
る
予
定
で
す
。

第
２
次
計
画（
案
）の
概
要

　
現
在
、
市
民
や
有
識
者
で
構
成

さ
れ
る
丹
波
篠
山
市
環
境
審
議
会

に
お
い
て
会
議
や
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
を
行
い
、
第
２
次
計
画（
案
）を

作
成
し
て
い
ま
す
。

　

第
２
次
計
画（
案
）は
、「
環
境

を『
守
る
』、
ま
ち
づ
く
り
に『
活い

か
す
』」を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
、
丹

波
篠
山
の
個
性
豊
か
な
自
然
環

境
や
生
き
も
の
、
田
園
風
景
、

暮
ら
し
、
文
化
を
守
る
こ
と
に

加
え
、
そ
れ
ら
を
持
続
的
に
利

活
用
す
る
こ
と
で
、
よ
り
良
い

ま
ち
づ
く
り
を
実
現
す
る
こ
と

　
農
地
は
大
切
な
農
業
生
産
基
盤

で
す
。
農
地
の
所
有
権
移
転
・
賃

貸
借
権
の
設
定
・
形
状
変
更
お
よ

び
農
地
以
外
に
転
用
な
ど
を
さ
れ

る
場
合
は
、
事
前
に
農
地
法
に
よ

る
手
続
き
が
必
要
で
す
。

許
可
が
必
要
な
手
続
き

〇
農
地
法
第
３
条
＝
農
地
を
農
地

と
し
て
売
買
・
贈
与
・
貸
し
借

り
を
行
う
場
合

※
農
地
の
賃
借
は
農
業
経
営
基

盤
強
化
促
進
法
の「
利
用
権
設

定
」で
も
権
利
設
定
が
で
き
ま

す
。
詳
細
は
農
都
政
策
課（
☎

５
５
２
‐
６
５
８
０
）へ
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

〇
農
地
法
第
４
条
＝
自
分
名
義
の

農
地
を
、
農
地
以
外
に
し
て
自

分
が
利
用
す
る
場
合

〇
農
地
法
第
５
条
＝
他
人
名
義
の

農
地
を
買
受
・
借
り
受
け
し
て

農
地
以
外
に
利
用
す
る
場
合

届
け
出
が
必
要
な
手
続
き

〇
農
地
形
状
変
更
＝
農
地
を
耕
作

し
や
す
い
よ
う
に
し
た
い
場

合（
湿
田
解
消
の
た
め
の
か
さ

上
げ
な
ど
）

〇
農
業
用
施
設
な
ど
＝
自
分
名
義

ご
家
庭
に
古
い
消
火

器
は
あ
り
ま
せ
ん
か

　
製
造
年
か
ら
10
年
以
上
経
過
し

た
古
い
消
火
器
は
、
蓄
圧
式
消
火

器
に
交
換
さ
れ
る
こ
と
を
お
勧
め

し
ま
す
。
特
に
加
圧
式
の
古
い
消

火
器
は
経
年
劣
化
に
よ
り
容
器
に

発
生
し
た
さ
び
が
原
因
で
、
レ

バ
ー
を
操
作
し
た
際
に
破
裂
す
る

危
険
が
あ
り
ま
す
。

　
古
く
な
っ
た
消
火
器
は
一
般
ご
み

と
し
て
清
掃
セ
ン
タ
ー
へ
は
出
せ
ま

せ
ん
の
で
、
廃
棄
す
る
場
合
は
市
内

の
左
記
の
特
定
窓
口（
有
料
）へ
お
持

ち
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
市
内
の
ホ
ー

ム
セ
ン
タ
ー
で
は
新
し
い
消
火
器
を

購
入
す
れ
ば
、
購
入
分
の
古
い
消

火
器
を
引
き
取
っ
て
く
れ
ま
す
。

オ
カ
ダ
電
工（
般
若
寺
）

　
☎
5
５
２
‐
５
２
４
３

渋
谷
商
店（
東
岡
屋
）

　
☎
５
５
２
‐
０
０
１
３

田
村
産
業（
北
）

　
☎
５
９
４
‐
２
５
０
０

藤
本
電
気
防
災（
小
坂
）

　
☎
５
９
３
‐
０
８
６
５

危
険
物
取
扱
者
試
験

と　
き　
３
月
８
日（
日
）

※
姫
路
市
試
験
会
場
は
３
月
７
日

（
土
）

と
こ
ろ　
篠
山
産
業
高
等
学
校
ほ

か
県
下
６
会
場

種　

類　

甲
種
、
乙
種
全
類
、

丙
種

申
請
期
間
・
方
法

〇
郵
送
・
持
参
＝
２
月
３
日（
月
）

～
10
日（
月
）９
時
～
17
時

※
郵
送
は
申
請
最
終
日
消
印
有
効
。

　
持
参
は
土
・
日
を
除
く
。

〇
電
子
申
請
＝
１
月
31
日（
金
）

９
時
～
２
月
７
日（
金
）17
時

申
請
場
所　
（
一
財
）消
防
試
験
研

究
セ
ン
タ
ー
兵
庫
県
支
部

願
書
の
配
布　
丹
波
篠
山
市
消
防

本
部
、
県
下
各
消
防
本
部

※
電
子
申
請
の
方
法
に
つ
い
て

は
、（
一
財
）消
防
試
験
研
究
セ

ン
タ
ー
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

※
消
防
本
部
で
は
受
け
付
け
は

行
っ
て
い
ま
せ
ん
。

を
理
念
に
掲
げ
て
い
ま
す
。
そ

の
上
で
、
５
つ
の
重
点
分
野
を

設
定
し
、
具
体
的
な
目
標
と
施

策
を
示
す
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

意
見
を
提
出
す
る
に
は

計
画（
案
）の
閲
覧
場
所　

農
都

環
境
課
、
各
支
所
、
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ

募
集
期
間　

１
月
17
日（
金
）～

２
月
17
日（
月
）

意
見
の
提
出
方
法　
任
意
の
様
式

に
意
見
お
よ
び
住
所
、
氏
名
を
記

入
の
う
え
、
農
都
環
境
課
ま
で
郵

送
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
メ
ー
ル
、
ま
た
は

持
参

意
見
の
提
出
先

○
郵
送　
〒
６
６
９
‐
２
３
９
７

　
丹
波
篠
山
市
北
新
町
41

　
農
都
環
境
課
あ
て

○
Ｆ
Ａ
Ｘ　
５
５
２
‐
２
０
９
０

○
メ
ー
ル　

kankyo_div@
city.

sasayam
a.hyogo.jp

そ
の
他　
意
見
に
対
す
る
個
別
の

回
答
は
行
い
ま
せ
ん

の
農
地
を
農
業
用
倉
庫
・
農
機

具
庫
な
ど
で
利
用
す
る
場
合

※
農
業
用
施
設
で
面
積
が
２
０
０

平
方
㍍（
２
㌃
）未
満
に
限
り

届
け
出
で
転
用
可
能
。

※
農
業
振
興
地
域
整
備
計
画
の

「
農
用
地
区
域
」内（
農
業
経
営

で
農
業
を
振
興
し
農
地
を
保

全
す
る
区
域
）で
計
画
す
る
場

合
は
、
事
前
に
農
都
政
策
課

（
☎
５
５
２
‐
６
５
８
０
）へ

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

〇
登
記
地
目
を
農
地
以
外
に
変
更

す
る
場
合
＝
非
農
地
証
明
願

の
提
出
が
必
要
で
す
。
た
だ

し
、
当
該
筆
の
状
況
が
農
地

以
外
に
な
っ
て
い
る（
20
年
以

上
）、
農
地
へ
の
復
元
困
難
な

ど
の
条
件
が
あ
り
ま
す

〇
農
地
法
第
３
条
の
３
第
１
項
、

相
続
に
よ
り
所
有
権
を
取
得

し
た
場
合
＝
届
け
出
を
要
す

る
権
利
取
得
は
、
相
続
、
法
人

の
合
併
・
分
割
、
時
効
な
ど
で

す
。
届
け
出
は
、
権
利
取
得

を
知
っ
た
日
か
ら
お
お
む
ね

10
カ
月
以
内
に
す
る
こ
と
に

な
っ
て
い
ま
す

４
月
26
日（
日
）に
丹

波
篠
山
市
議
会
議
員

選
挙
が
行
わ
れ
ま
す

選
挙
管
理
委
員
会

☎
５
５
２
‐
５
１
１
６

こ
の
一
票　
生
か
す
あ
な
た
が

　
政
治
の
主
役

　
４
月
30
日
に
任
期
満
了
を
迎
え

る
丹
波
篠
山
市
議
会
議
員
選
挙
を

次
の
と
お
り
執
行
し
ま
す
。
市
議

会
議
員
選
挙
は
、
私
た
ち
の
日
々

の
暮
ら
し
と
密
接
な
つ
な
が
り
を

持
ち
、
市
政
の
行
方
を
左
右
す
る

重
要
な
選
挙
で
す
。
大
切
な
一
票

を
有
効
に
生
か
す
た
め
、
み
ん
な

そ
ろ
っ
て
投
票
し
ま
し
ょ
う
。

選
挙
日
程

告
示
日　
４
月
19
日（
日
）

選
挙
期
日　
４
月
26
日（
日
）

立
候
補
予
定
者
説
明
会

と　
き　
２
月
20
日（
木
）14
時
か
ら

と
こ
ろ　
丹
波
篠
山
市
民
セ
ン
タ
ー

出
席
者　
立
候
補
予
定
者
ま
た
は
そ

の
関
係
者（
１
候
補
者
に
つ
き
２
人
以
内
）

そ
の
他　
説
明
会
へ
出
席
予
定
の

方
は
、
あ
ら
か
じ
め
右
記
ま
で
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。
当
日
は
、
立
候

補
の
届
け
出
な
ど
に
必
要
な
書
類

を
お
渡
し
し
ま
す

年末年始火災予防キャンペーン
　年末年始特別火災予防キャンペー
ンの一環として、12月に市内の幼
稚園児と篠山養護学校の幼児・児童
に「火の用心マグネット」を配布しま
した。「こどもの火遊び」による火災
０件を願い、職員が１個ずつ手作り
で製作しました。
　皆さんのご家庭でも火災予防につ
いて積極的に話し合いましょう。

３つの習慣
・寝たばこは、絶対やめる
・ストーブは、燃えやすいものから離れた位置で使用する
・ガスこんろなどのそばを離れるときは、必ず火を消す
４つの対策
・逃げ遅れを防ぐために、住宅用火災警報器を設置する
・寝具、衣類およびカーテンからの火災を防ぐために、防炎品を
使用する
・火災を小さいうちに消すために、住宅用消火器などを設置する
・お年寄りや身体の不自由な人を守るために、隣近所の協力体制
をつくる

市民救命士
講習会

と　き　１月４日（毎月第
１土曜日）の９時～ 12時
ところ　丹波篠山市消防署
内　 容　AEDを使用した
心肺蘇生法や、けがをした
ときの止血法など
対　象　市内に在住・在勤・
在学の中学生以上
定　員　先着10人まで
申込期限　１月１日（水）
申し込み方法　消防署また
は各出張所に備え付けの申
込書（市ホームページにも
掲載）を提出

AEDの適切な
管理について
　公共施設や事業所など
に設置されているAEDの
パッドやバッテリーには使
用期限があります。
　点検を実施し適切な管理
をお願いします。

住宅防火
いのちを守る７つのポイント
～今からでも遅くない３つの習慣と４つの対策～
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